
十
月
十
六
日
、
特
別
区
人
事

委
員
会
は
「
職
員
の
給
与
に
関

す
る
勧
告
」
を
行
っ
た
。

人
事
委
員
会
勧
告
は
一
定
の

評
価
は
で
き
る
も
の
の
、
国
に

追
随
し
た
も
の
で
極
め
て
不
満

あ
り
、
組
合
は
、
勧
告
に
沿
っ

た
給
料
表
を
示
す
こ
と
を
求
め

た
。
同
月
、
中
央
委
員
会
に
て

闘
争
方
針
」
を
決
定
し
た
。

十
月
二
十
五
日
、
給
与
改
定

（
第
五
回
）
団
体
交
渉
を
行
い
、

わ
が
組
合
か
ら
は
「
二
〇
〇
七

年
度
賃
金
確
定
に
関
す
る
要
求

書
」
を
区
長
会
に
提
出
し
、
区

長
会
か
ら
は
、
「
勧
告
制
度
の

趣
旨
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

国
、
他
団
体
の
動
向
も
勘
案
し

な
が
ら
、
区
民
の
理
解
と
納
得

が
得
ら
れ
る
よ
う
検
討
を
行
う
」

と
の
考
え
方
を
示
し
た
う
え
で
、

「
区
民
か
ら
非
常
に
強
い
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
」
、
「
区

民
の
区
政
に
対
す
る
信
頼
を
確

保
し
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要

で
あ
る
」
と
の
発
言
が
あ
り
、

交
渉
の
期
間
は
限
ら
れ
て
い
る

が
、
精
力
的
に
協
議
を
進
め
る

こ
と
と
し
た
。

今
年
度
の
賃
金
確
定
（
給
与

改
定
）
交
渉
は
、
昨
年
度
の
時

間
内
組
合
活
動
の
大
幅
な
制
限

の
中
で
交
渉
を
行
う
こ
と
か
ら
、

時
間
内
有
給
職
免
を
認
め
て
い

る
交
渉
そ
の
も
の
は
、
極
力
時

間
内
に
行
う
こ
と
を
求
め
た
。

十
一
月
二
日
の
第
五
回
団
体

交
渉
で
は
、
今
年
度
の
賃
金
確

定
交
渉
に
お
け
る
交
渉
項
目
の

整
理
を
行
い
、
交
渉
課
題
と
し

て
、
団
体
交
渉
で
提
出
し
た
わ

が
組
合
の
要
求
に
関
す
る
こ
と
、

区
長
会
か
ら
新
た
に
提
案
さ
れ

た
「
退
職
手
当
制
度
の
改
正
、

協
議
中
の
「
勧
奨
退
職
特
例
措

置
の
各
区
事
項
化
」
、
「
現
業

系
職
員
の
同
一
職
種
内
に
お
け

る
職
務
間
異
動
」
任
期
付
短
時

間
勤
務
職
員
採
用
制
度
」
の
課

題
に
関
す
る
こ
と
、
単
年
度
協

議
事
項
と
し
て
の
級
格
付
の
取

扱
い
」
や
「
技
能
系
・
業
務
系

人
事
制
度
の
改
正
」
、
「
特
例

転
職
の
延
長
」
な
ど
の
課
題
を

確
認
し
た
。

十
一
月
七
日
、
第
二
回
小
委

員
会
交
渉
で
は
「
地
域
手
当
の

改
定
に
伴
う
退
職
手
当
調
整
額

の
単
価
の
改
正
に
つ
い
て
（
案
）
」

や
「
育
児
短
時
間
勤
務
に
係
る

給
与
の
取
扱
い
」
、
「
育
児
休

業
及
び
部
分
休
業
に
係
る
昇
給

抑
制
措
置
の
見
直
し
」
が
提
案

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
区

長
会
提
案
は
、
不
十
分
な
点
は

あ
る
が
理
解
は
出
来
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

十
一
月
十
六
日
、
区
長
会
総

会
座
込
み
行
動
に
、
多
く
の
組

合
員
が
結
集
し
、
区
長
会
総
会

に
お
い
て
要
請
行
動
を
行
う
。

当
局
の
発
言
で
は
、
「
技
能

系
・
業
務
系
の
人
事
制
度
に
お

け
る
技
能
主
任
職
等
の
設
置
基

準
に
つ
き
ま
し
て
は
、
技
能
系

職
場
の
実
態
を
調
査
し
、
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
、
見
直
す
べ

き
必
要
が
あ
れ
ば
、
早
期
に
見

直
し
を
行
な
う
よ
う
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
皆
さ
ん
か
ら
、
こ
れ

ま
で
様
々
な
場
面
で
要
請
が
あ

り
ま
し
た
、
清
掃
事
業
を
実
施

す
る
際
の
労
使
協
議
に
関
わ
る

課
題
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

清
掃
事
業
を
実
施
す
る
際
の

労
使
協
議
に
関
わ
る
課
題
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
給
与
改
定
交

渉
の
場
で
議
論
す
る
性
質
の
も

の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
現

在
の
特
別
区
清
掃
事
業
の
最
大

の
課
題
で
あ
る
サ
ー
マ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
を
円
滑
に
実
施
し
て
い

く
た
め
、
特
別
区
の
清
掃
事
業

の
実
態
を
踏
ま
え
、
早
期
に
適

切
な
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

清
掃
主
管
部
長
会
か
ら
こ
の
間

の
状
況
を
聴
取
し
た
上
で
、
副

区
長
会
会
長
と
し
て
十
分
に
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
」
。
と
あ
っ
た
。

組
合
か
ら
は
、
考
え
方
は
分

か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
先
ほ

ど
の
団
体
交
渉
と
引
き
続
い
て

行
わ
れ
た
小
委
員
会
交
渉
の
提

案
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
組
合

員
は
決
し
て
満
足
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
妥
結
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。

①
勧
告
・
給
与
改
訂
な
し

行
政
職
は
勧
告
さ
れ
た
給
料

表
を
適
用
。
特
別
給

四
、
四

五
月
を
四
、
五
月
に
〇
、
〇
五

月
増
加
分
は
勤
勉
手
当
に
。

（
今
年
度
は
三
月
に
支
給
）

地
域
手
当
の
支
給
割
合
を
、
十

三
％
か
ら
十
四
，
五
％
に
。

（
平
成
二
十
年
一
月
一
日
実
施
）

地
域
手
当
の
改
訂
に
伴
い
、
給

料
月
額
を
一
、
三
％
〜
一
、
四

％
引
下
げ
。

②
業
務
職
給
料
表
・
国
、
他
団

体
の
給
与
水
準
、
他
国
休
の
見

直
し
状
況
等
を
勘
案
。

地
域
手
当
の
支
給
割
合
の
改

定
に
伴
う
給
料
月
額
の
引
下
げ

分
を
除
き
、
平
均
で
九
、
〇
％

引
下
げ
改
訂
。
国
、
民
間
の
実

態
と
若
手
職
員
の
モ
ラ
ー
ル
ア
ッ

プ
等
を
考
慮
し
、
給
与
カ
ー
ブ

の
フ
ラ
ッ
ト
化
を
行
う
。

最
大
十
、
八
％
引
下
げ
。

二
級
の
号
給
を
増
設
（
平
成
二

十
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
）

③
現
給
保
障
額

平
成
十
九
年
十
二
月
三
十
一

日
現
在
の
給
料
月
額
か
ら
、
地

域
手
当
の
支
給
割
合
を
十
四
、

五
％
に
改
定
す
る
こ
と
に
伴
う

給
料
月
額
の
引
下
げ
分
を
控
除

し
た
額
を
保
障
す
る
。

現
給
保
障
額
は
、
今
後
の
地

域
手
当
の
支
給
割
合
の
改
定
に

相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
に

変
更
す
る

再
任
用
職
員
の
給
料
月
額
は
、

現
行
通
り
。
昇
格
時
号
給
は
、

昇
格
時
号
給
対
応
表
に
よ
る
現

給
保
障
額
。
退
職
手
当
の
算
定

基
礎
と
な
る
給
料
月
額
は
、
現

給
保
障
額
、
地
域
手
当
、
期
末
・

勤
勉
手
当
等
の
算
定
基
礎
と
な

る
給
料
月
額
、
現
給
保
障
額
に

な
る
。

④
退
職
手
当
は
、
勤
続
期
間
十

一
年
か
ら
三
十
四
年
に
つ
い
て

最
高
二
月
の
支
給
月
数
の
削
減

（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
実
施
）

⑤
技
能
系
人
事
制
度
・
技
能
主

任
職
昇
任
選
考
受
験
資
格
一
級

職
歴
十
九
年
以
上
を
十
六
年
以

上
に
下
限
年
齢
な
し
。

経
過
措
置
あ
り
。

統
括
技
能
長
職
昇
任
選
考
受

験
資
格
四
十
二
歳
以
上
と
し
た
。

（
平
成
二
十
年
度
昇
任
選
考
か

ら
実
施
）

⑥
退
職
手
当
調
整
額
の
単
価
・

十
四
、
五
％
に
対
応
す
る
単
価

を
四
四
〇
円
と
す
る
。
以
上
。

確
定
闘
争
の
最
大
の
課
題
は
、

業
務
職
給
料
表
の
水
準
で
あ
っ

た
。
給
料
表
の
改
悪
は
こ
の
ま

ま
で
は
到
底
納
得
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
生
活
に
直
接
響
く

大
打
撃
と
な
る
。
さ
ら
に
、
勤

労
意
欲
が
失
わ
れ
こ
と
が
大
き

な
問
題
で
あ
る
。

低
賃
金
の
仕
組
み
を
見
直
し

賃
金
を
引
き
上
げ
る
起
案
等
、

す
べ
て
の
経
済
の
発
展
の
取
り

組
み
も
必
要
で
は
な
い
か
。
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ワ
ー
と
い
う
労
働
者

の
救
済
も
必
要
で
あ
る
。
現
行

の
国
、
都
、
民
間
の
賃
金
の
あ

り
方
な
ど
問
題
が
多
い
こ
と
も

否
め
な
い
が
、
我
々
の
諸
要
求

を
勝
ち
取
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
任
用
制
度
の
改
善
を
求
め

る
こ
と
、
技
能
主
任
や
技
能
長

等
の
設
置
基
準
の
改
善
に
当
局

が
回
答
（
職
場
の
実
態
調
査
等

を
約
束
）
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
、
事
業
関
係
の
統
一
交
渉
に

関
わ
る
対
応
に
つ
い
て
も
、
副

区
長
会
は
一
層
の
尽
力
を
約
束

し
た
。
組
合
は
、
二
時
間
ス
ト

ラ
イ
キ
を
背
景
に
交
渉
し
、
妥

結
し
た
内
容
と
な
っ
た
。

２００７年１２月６日 一組総支部機関紙 一組総支部通信 第１９号 東京清掃労働組合ホームページ掲載

一組総支部
事務局

一組本庁支部内
fax6238-0504
tel6238-0502
e-mail

seisou-ichkumi
@w7.dion.ne.jp

執行委員長
岩田正隆

副委員長
教宣担当

山下秀男
編集

教宣部長
福田雄一

１２月１２日一組総支部執行委員会
１３日 一組総支部

選挙運営委員会
１４日 一組総支部支部委員会
１８日 一組総支部執行委員会
２１日 一組総支部定期大会

ＳＫホール
２６日 一組総支部執行委員会

主な取り組み
専門委員会交渉、委託解明要求

文化厚生活動、卓球大会協賛
組織対策、技能主任問題

異動問題、安全衛生の課題
職員互助について、賃金、人事。

2007年12月6日(木)16時00分14階職員打合室
一組側

尾崎参事(職員課長)松本労務担当課長
組合側 一組総支部執行部.

内容
当局側:人事考課制度に係る業績評価制度

については再提案も含め協議を行つてまいり
ましたが、本日は皆さん方の回答をお聞きか
せください。

組合側:業績評価制度に関する回答をしま
す。昨年からの試行に関しても、様々な意見
や間題点が出され、その際協議をしながら今
回の提案になっております。来年度から業績
評価の結果は、昇給や勤勉手当に直接影響を
及ぼすことになりました。我々にとっては最
大な問題であり、制度そのものについでは基
本的に同意できないことは今までも申し上げ
てきているところです。

その考えは今後も変ることはありません。
しかし、再提案では「2成績率」「(2)一律

拠出割合」のうち、係長等の一律拠出割合
「10000分の100」を10000分の50」に、「2成
績率「(4)分布率」を、最上位を「l0%」を
「5%」に、上位「20%」を「10%」にし、「一
律拠出割合」「分布率」をそれぞれ変更した
ものが提示されました。

申すまでも無く清掃工場を安全に安心して
稼動させるために、それぞれが持っている経
験や技術カをお互いに協力させることで達成
されるものであり、一個人による能力だけで
維持できるものではありません。グループ、
チームワークがしっかりしていなけれぼなり
ません。したがつて、むやみに職員を競争さ
せ、個人を利己主義に走らせるような制度で
は清掃工場の運営そのものが、危険な状態と
なってしまいます。

残念ながら業績評価制度は導入されること
になりましたが、再提案において、勤勉手当
の分布率が最上位、上位の合計が30%からl5%
に変更されたことは、我々が求めた「より多
くの人に配分すること」に反するものですが、
係長級職員に大きな影響を及ぼすものとして、
極めて問題であると指摘してきた係長級に対
する「一律拠出割合」が1%から０、５%に圧
縮されたこと、昇給区分ＡおよびＢの決定に
際して所属長の意見が加味される制度を導入
する旨の意向が示されたこと、また、ここに
至るまでの当局のご努力等を勘案し、再提案
の内容で了承することにいたします。
当局側=ご理解をいただきありがとうござい
ました。



現
給
保
障
額
に
つ
い
て

・
現
給
保
障
額
は
四
月
の
昇
給

は
無
い
が
、
給
料
表
の
上
で
は

四
月
の
昇
給
が
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
一
月
に
は
、
二
〇

〇
七
年
十
二
月
の
給
料
の
号
給

に
対
応
す
る
現
給
保
障
額
へ
切

り
替
わ
り
、
二
〇
〇
八
年
一
月

の
地
域
手
当
十
四
、
五
％
引
上

げ
に
伴
う
本
給
引
下
げ
一
、
三

〜
一
、
四
％
が
適
用
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

・
身
分
切
替
職
員
は
、
こ
の
現

給
保
障
額
に
（
二
〇
〇
七
年
度

の
給
料
の
調
整
額
代
替
措
置
と

し
て
の
加
算
額
一
一
、
九
〇
〇

円
）
を
上
乗
せ
し
た
額
が
支
給

さ
れ
、
給
与
明
細
の
金
額
は
こ

の
額
と
な
る
。
二
〇
〇
八
年
四

月
に
は
、
通
常
の
場
合
四
号
の

昇
給
が
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
度

の
号
給
か
ら
四
号
昇
給
す
る

支
給
さ
れ
る
額
は
二
〇
〇
七

年
十
二
月
の
給
料
の
号
給
に
対

応
す
る
現
給
保
障
額
で
あ
る
。

こ
の
現
給
保
障
額
は
、
地
域

手
当
の
割
合
引
上
げ
に
伴
う
本

給
引
下
げ
に
応
じ
て
、
再
度
引

き
下
げ
ら
れ
る
。

当
局
側
：
先
に
、
提
案
し
た
年

末
年
始
作
業
計
画
に
つ
い
て
、

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

組
合
側
；
年
末
年
始
の
連
続
焼

却
に
つ
い
て
は
、
提
案
を
受
け

各
支
部
か
ら
の
意
見
等
の
集
約

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

第
一
点
目
、
現
在
、
多
く
の

工
場
で
調
整
運
転
を
し
て
い
る

が
、
ご
み
バ
ン
カ
ー
残
量
や
、

今
後
の
搬
入
計
画
、
搬
入
予
測

軸
を
勘
案
す
る
と
、
炉
を
安
定

的
に
運
転
す
る
に
は
、
ぎ
り
ぎ

り
の
状
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
複
数
炉
焼
却
を
計
画
し
て

い
る
工
場
に
つ
い
て
は
、
示
さ

れ
て
い
る
計
画
よ
り
稼
動
炉
数

を
さ
ら
に
制
限
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

複
数
炉
焼
却
が
予
定
さ
れ
て
い

る
工
場
に
つ
い
て
は
、
ご
み
バ

ン
カ
ー
残
量
状
態
に
よ
っ
て
稼

動
炉
数
の
変
更
を
行
う
こ
と
も

あ
る
の
か
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

第
二
点
目
、
十
二
月
三
十
一
日

〜
一
月
三
日
の
間
も
、
大
田
、

練
馬
工
場
の
運
転
係
は
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
化
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、

委
託
運
転
班
が
一
直
時
で
は
、

技
術
係
等
に
よ
る
委
託
管
理
業

務
の
た
め
の
勤
務
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
場
合
、
人
員
確
保
に
つ

い
て
は
各
工
場
側
と
各
支
部
で

の
充
分
な
協
議
を
お
願
い
し
た

い
。

第
三
点
日
、
一
月
二
十
九
日
の

土
曜
日
に
つ
い
て
の
人
員
数
は

必
要
人
員
と
し
、
各
工
場
で
の

協
議
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
よ

い
か
。

第
四
点
日
、
残
灰
、
飛
灰
、
汚

泥
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
充
分
な
、

対
応
が
な
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
。

第
五
点
日
、
そ
の
他
疑
義
が
生

じ
た
場
合
に
つ
い
て
は
各
支
部

と
の
充
分
な
協
議
を
行
う
考
え

が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
以
上
。

当
局
側
：
確
任
を
求
め
ら
れ
た

件
に
つ
い
て
お
客
え
し
ま
す
。

第
一
点
目
、
複
数
炉
焼
却
を
予

定
し
て
い
る
工
場
に
つ
い
て
状

況
に
よ
っ
て
焼
却
炉
数
を
変
更

す
る
場
合
も
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

第
二
点
日
、
委
託
管
理
業
務
に

つ
い
て
は
、
出
勤
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
人
員
配
置
に
つ

い
て
は
工
場
で
の
判
断
と
考
え

ま
す
。

第
三
点
目
、
一
月
二
十
九
日

（
土
）
に
つ
い
て
は
、
通
常
の

作
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
人

員
を
各
工
場
の
実
態
や
業
務
内

容
を
踏
ま
え
て
確
保
す
る
こ
と

と
し
、
人
員
配
置
に
つ
い
て
は

工
場
で
の
判
断
と
考
え
ま
す
。

第
四
点
目
、
飛
灰
等
の
処
理
に

つ
い
て
は
、
工
場
運
営
に
支
障

が
出
な
い
よ
う
対
処
い
た
し
ま

す
。

第
五
点
目
、
問
題
が
あ
れ
ば
十

分
な
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

組
合
側
：
わ
か
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
年
末
年
始
作
業
計

画
に
つ
い
て
は
了
承
し
ま
す
。

1 昇格・降格時の号給及び現給保障額
（１）昇格の場合
昇格時の号給は、昇格時対応号給表により決定し、昇格後の級号給の給
料月額が平成19年12月31日現在の級号給（以下「改定日前日の級号給」
という。）に対応する昇格時における保障額表の級号給の額に満たない
場合、当該保障額表の級号給の額をその者の現給保障額とする。
（2）降格の場合
降格時の号給は、昇格時対応号給表を逆に適用して決定する。
ただし、降格後に決定した級号給の給料月額が、改定日前日の級号給か
ら降格した場合の級号給に対応する降格時における保障額表の級号給の
額に満たない場合、当該保障額表の級号給の額をその者の現給保障額と
する。
（3）休職中等の者の取扱い
① 休職中等の給料月額

平成19年12月31日現在、休職中等の者については、改定日前日の級号
給に対応する保障額表の級号給の額をその者の現給保障額とする。
② 復職日における調整

役職において調整した級号紛の給料月額が、平成19年4月１日に復職し
たならば適用された級号給に対応する保障額表の級号給の額に満たない
場合、当該保障額表の級号給の額をその者の現給保障額とする。
2 退職手当

退職日現在、現給保障額の適用を受けている者の退職手当の基本額の
算出基礎となる給料月額は、現給保障額とする。
3 諸手当

現給保障額の適用を受けている者の地域手当、期末・勤勉手当等の算
出基礎となる給料月額は、現給保障額とする。

札幌市０、５％引下げ 現給保障
○平成18年度に、給与構造改革分（2．2％）に併せ、 技能・業務系職員を
さらに0．5％引下げ、フラット化を行った。

○平成19年3月31日時点の給料月額で現給保障している。
川崎市５％引下げ 現絵保障

○平成18年度に、技能・労務系職員について、給与構造改革分（4．8％）に
加え、さらに一律に5％引き下げた。

○平成19年3月31日時点の給料月額に1．79％引き下げた額を保障 （地域手
当を「10％から12％」に引き上げたことに伴う給料表引下げの時点を現給
保障ポイントに設定
新潟市 国行（二）横引き 現給保障

○平成18年度に、技能・業務系の給料表を、行（－）の合成から国の行（二）
横引きに改めた。
その結果、給料 36万円以上の職員は昇給停止になった。
静岡市 級統合 現給保障

○平成18年度に、4級構成の技能・業務系の給料表の 1、2級を統合し、3級
制とした（現給は保障）。
堺市 国行（二）横引き 現給保障

○平成17年度に政令市移行に伴い、技能・業務系職員の給料表を国の行（二）
横引きに改めた。現給保障は行なうものの、その他の代替措置はなし。

仕事の特殊性や困難の差が反映されていない表示である。





来
る
、
十
二
月
二
十
一
日
の

午
後
四
時
十
五
分
よ
り
、
一
組

総
支
部
第
三
回
定
期
大
会
を
行

い
ま
す
。

昨
年
の
六
月
に
臨
時
一
組
総

支
部
大
会
を
開
催
し
、
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
反
対
、
対
策
、
賃

金
闘
争
勝
利
の
方
針
を
掲
げ
、

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
役
員
の
選
挙
も

あ
り
、
今
後
の
一
組
総
支
部
の

方
針
な
ど
大
切
な
大
会
と
な
り

ま
す
。
経
過
報
告
、
活
動
方
針
、

予
算
、
決
算
、
役
員
承
認
な
ど

が
討
議
さ
れ
ま
す
。
代
議
員
の

参
加
数
も
決
ま
り
、
各
工
場
支

部
委
員
も
代
議
員
を
兼
ね
て
参

加
で
き
ま
す
。

現
在
、
一
組
選
管
本
庁
支
部

の
坂
東
さ
ん
担
当
で
、
役
員
の

手
続
き
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
支
部
の
執
行
委
員
の
選
出

な
ど
、
一
組
総
支
部
の
団
結
で
、

大
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

大
会
項
目
の
ご
紹
介

一
、
安
全
十
項
目
の
基
本
を
遵

守
し
、
労
使
確
認
を
前
提
と
す

る
新
安
全
項
目
の
確
認
を
求
め

ま
す
。

二
、
バ
ン
カ
転
落
防
止
等
に
つ

い
て
、
各
工
場
の
実
情
を
考
慮

し
な
が
ら
そ
の
統
一
性
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

三
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
内
の
搬

入
時
に
お
け
る
安
全
対
策
を
求

め
ま
す
。
車
両
管
制
や
昼
休
み

受
付
に
伴
う
問
題
点
が
あ
れ
ば

改
善
を
求
め
、
予
算
措
置
が
必

要
で
あ
れ
ば
要
求
し
て
い
き
ま

す
。

四
、
廃
プ
ラ
混
入
に
よ
る
バ
ン

カ
火
災
へ
の
対
応
や
、
燃
焼
方

法
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
労
使

に
よ
る
十
分
な
協
議
の
う
え
対

策
を
講
じ
て
い
く
よ
う
要
求
し

て
い
き
ま
す
。

五
、
廃
プ
ラ
混
合
焼
却
に
伴
ぅ

工
場
運
営
の
安
全
リ
ス
ク
回
避

の
一
環
と
し
て
、
今
ま
で
以
上

に
ご
み
照
合
調
査
の
実
施
を
要

求
し
て
い
き
ま
す
。

六
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
曝
露
防

止
対
策
要
綱
等
の
遵
守
を
し
ま

す
。
直
営
職
員
、
業
者
関
係
な

く
周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

七
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
測
定
結
果

を
各
測
定
箇
所
別
に
開
示
さ
せ

る
取
り
組
み
を
し
ま
す
。

八
、
運
転
係
全
委
託
に
よ
る
工

場
運
営
の
検
証
を
図
る
た
め
、

委
託
検
討
検
証
委
員
会
の
定
期

的
開
催
を
要
求
し
て
い
き
ま
す
。

技
術
・
技
能
継
承
の
た
め
の
研

修
所
の
設
置
を
要
求
し
て
い
き

ま
す
。

十
、
必
要
な
資
格
取
得
の
予
算

確
保
に
努
め
ま
す
。

式
次
第

司
会
開
会
宣
言岡沢

副
委
員
長

議
長
団
選
出

総
支
部
委
員
長
挨
拶

岩
田
委
員
長

来
賓
挨
拶

一
号
議
案
経
過
報
告

箱
田
書
記
長

二
号
議
案
会
計
監
査
報
告

大
橋
・
阿
部
監
査
委
員

三
号
議
案
会
計
決
算
報
告

四
号
議
案
運
動
方
針(

案)

山
下
副
委
員
長

五
号
議
案
会
計
予
算(

案)

中
里
会
計

六
号
議
案

選
挙
運
営
委
員
会
報
告

坂
東
選
管
委
員
長

大
会
決
議(

案)

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
確
認

武
藤
賃
金
部
長

議
長
団
解
任

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

岩
田
委
員
長以

上

千
葉
の
成
田
ゆ
め
牧
場
で
、

蒸
気
機
関
車
を
走
ら
せ
る
羅
須

地
人
鉄
道
協
会
。
宮
沢
賢
治
の

農
民
団
体
の
名
前
を
つ
け
、
三

十
年
以
上
も
活
動
す
る
筋
金
入

り
鉄
道
マ
ニ
ア
集
団
で
あ
る
。

敷
地
を
探
し
、
枕
木
や
砂
利

を
運
ん
で
レ
ー
ル
を
敷
き
、
機

関
車
の
製
作
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

も
自
分
た
ち
で
行
い
、
昔
か
ら

の
夢
だ
っ
た
機
関
士
を
実
現
す

る
。
ま
る
で
ミ
ニ
鉄
道
会
社
だ
。

あ
る
日
、
自
転
車
の
速
度
で

息
子
に
負
け
た
と
気

づ
い
た
織
田
紀
之
は
、

小
さ
な
力
で
走
れ
る

自
転
車
づ
く
り
に
目

覚
め
る
。
ペ
ダ
ル
や

チ
ェ
ー
ン
を
工
夫
し

て
高
効
率
自
転
車
を

考
え
出
し
、
つ
い
に

勤
務
先
を
辞
め
る
。

気
が
つ
け
ば
仕
事

に
し
て
い
た
と
い
う

の
は
、
コ
ダ
ワ
リ
人

の
共
通
パ
タ
ー
ン
か

も
し
れ
な
い
。

小
学
四
年
、
画
用

紙
に
夜
光
塗
料
で
星

を
か
き
こ
み
壁
に
飾
っ

た
理
科
少
年
は
、
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
重

ね
、
た
っ
た
ひ
と
り

で
世
界
一
の
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
・
メ
ガ
ス

タ
ー
を
完
成
さ
せ
る
。

「
す
ご
い
、
降
る
よ

う
な
星
だ
」
と
人
々

に
感
動
を
与
え
、
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
に
も
な
っ

た
大
平
貴
之
で
あ
る
。

陸
運
支
局
と
交
渉

を
か
さ
ね
合
法
的
な

改
造
バ
イ
ク
作
り
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
イ
ド
カ
ー
に

熱
中
す
る
オ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
末

広
や
、
自
動
車
の
燃
費
を
競
う

エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
で
世
界
記
録
を

も
っ
中
根
久
典
な
ど
、
男
た
ち

の
好
奇
心
と
コ
ダ
ワ
リ
は
、
す

ご
い
な
。

真
空
管
を
使
っ
て
短
波
受
信

機
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
戦
に
も
使
用
さ
れ
た
原

型
の
超
再
生
式
で
す
。
感
度
は
、

ま
あ
ま
あ
で
調
整
が
難
し
い
で

す
が
、
ノ
イ
ズ
も
少
な
く
簡
単

な
回
路
で
楽
し
め
ま
す
。
選
局

は
、
ピ
ー
ク
を
出
す
の
が
コ
ツ

で
す
。
国
内
の
短
波
や
、
漁
業

無
線
の
類
が
聞
き
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
管
と
Ｍ
Ｔ
管
の

回
路
図
で
す
。
ア
キ
バ
に
行
っ

た
ら
、
メ
イ
ド
系
に
目
も
く
れ

ず
に
、
ジ
ャ
ン
ク
屋
さ
ん
に
寄
っ

て
パ
ー
ツ
探
し
で
す
ね
。

十
一
月
の
日
曜
日
、
快
晴
の

八
王
子
甲
州
街
道
で
開
催
さ
れ

た
、
い
ち
ょ
う
祭
り
は
、
た
く

さ
ん
の
見
物
人
で
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
。
小
生
も
カ
メ
ラ
持

参
で
、
歩
い
て
見
ま
し
た
。

個
性
豊
か
な
マ
ニ
ア
が
多
く
、

交
流
の
場
と
し
て
も
、
意
味
が

大
き
い
よ
う
で
す
。

他
の
模
擬
店
に
は
、
目
も
く

れ
ず
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代

の
車
を
探
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ッ
サ
、
ル
ノ
ー
、
ス

バ
ル
て
ん
と
う
虫
、
ミ
ニ
ク
ー

パ
ー
、
ヒ
ル
マ
ン
、
ク
ラ
ウ
ン

観
音
扉
、
ジ
ャ
ガ
ー
、
Ｍ
Ｇ
、

ミ
ゼ
ッ
ト
、
ミ
ニ
カ
、
ダ
ッ
ト

サ
ン
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
Ｚ
、
プ

リ
ム
ス
、
リ
ン
カ
ー
ン
、
中
国

上
海
号
、
裕
次
郎
の
ガ
ル
ウ
イ

ン
グ
ベ
ン
ツ
Ｓ
Ｌ
、
な
ど
、
種

類
も
多
く
、
楽
し
め
ま
し
た
。

環
境
な
ど
に
も
、
配
慮
さ
れ

た
、
電
池
カ
ー
も
あ
り
、
関
心

の
高
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
、
大
勢
の
参
加
者

が
集
ま
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
労
働
組
合
の
考
え
方

や
取
り
組
み
、
廃
プ
ラ
問
題
の

実
態
報
告
な
ど
も
企
画
で
き
る

の
か
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

人
間
は
興
味
を
持
つ
と
、
と

こ
と
ん
勉
強
し
て
い
く
の
は
、

す
べ
て
の
事
に
共
通
し
て
い
ま

す
。
探
究
心
や
研
究
心
が
、
人

間
の
成
長
に
深
く
関
わ
っ
て
い

る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

好
き
こ
そ
物
の
上
手
な
れ
と

い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
一
日

で
し
た
。

八王子
いちょう祭り

鉄道模型マニアのお店紹介
エコーモデル
住所:東京都板橋区蓮沼町53-7

TEL:03-3969-6073
定休日:月曜日、火曜日

営業時間:平日AM12:00～PM7:00 日祭日AM10:00～PM6:00
16番が中心です。Nはありません。
最も品揃えが良いと思います。パーツ、塗料、部品、素材、
工具、資料のいずれもよく揃っています。

珊瑚模型店
住所:東京都杉並区方南2-29-8 TEL:03-3312-3586

定休日:火曜日、水曜日、祝日
営業時間:平日PM1:00～PM6:00 土日AM10:00～PM6:00

自社製品が中心です。Nはありません。
天賞堂(銀座本店)
住所:東京都中央区銀座4-3-9
TEL:03-3562-0025(3階)、03-0028(4階)

定休日:木曜日 営業時間:AM10:30～PM7:00
よく知られた銀座の宝石屋の模型売り場です。
1階は本業の宝石売り場、2階はプラモデル/ラジコン、3階は、
鉄道模型、4階は中古/委託品販売となっています。


